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研究要旨 

令和 2 年度は、被災地行政栄養士からの聞き取り、行政職員対象のアンケート調査、諸

外国や国連機関の事例収集により、「避難所における栄養の参照量」（厚生労働省、平成

23 年）及び「大規模災害時に備えた栄養に配慮した食料備蓄量の算出のための簡易シミ

ュレーター」（厚生労働省、令和 2 年）の使用実態と課題の整理を行い、改定参照量を策

定するとともに、シミュレーターの改訂方針を定めた。 

 

令和 3 年度は、避難所食事調査データの解析を行い、改定参照量の活用支援ツールであ

る Q&A とシミュレーターに盛り込むコンテンツを作成し、「栄養に配慮した備蓄と食事計

画シミュレーター」（改訂版シミュレーター）を完成させた。 

改定参照量、Q&A、改訂版シミュレーターを行政栄養士、防災担当職員、保健師に試用

してもらい、その意見をもとに見直しを行い、改定参照量とその Q&A（成果物 1）、「栄養

に配慮した備蓄と災害発生後の食事シミュレーター」（三訂版シミュレーター）と使用の

手引き（成果物 2）を完成させた。 

また、改定参照量を満たす栄養に配慮した炊き出し献立と弁当献立を作成し、炊き出し

団体と弁当業者から災害時にも提供可能かどうかの聞き取りを行い、「栄養素等供給量を

考慮した災害時レシピ集」（成果物 3）と弁当献立（分担研究報告書：島田郁子）を作成

した。 
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A.目的 

これまで、避難所で提供される食事の量

の少なさや栄養の偏りが災害関連死につ

ながっていることが指摘されてきた。高齢

化率が 28.8%である我が国において 1、低

栄養による易感染は災害関連死の 1/4 近

くを占める肺炎の原因となる。パンやおに

ぎりといった炭水化物中心でおかずのな

い避難所の食事はたんぱく質が不足し、褥

瘡や全身の筋力低下を招き、嚥下機能の低

下による誤嚥のリスクを高めている。食事

の量と質を担保するための基準として、厚

生労働省は平成 23 年に「避難所における

食事提供の計画・評価のために当面の目標

とする栄養の参照量」を発表した。これは

「日本人の食事摂取基準 2010 年版」の推

奨量の値に被災県の人口構成を加味した

ものであった。 

食事摂取基準 2020 年版の公表に伴い、

新しい知見に基づいた値をもとに新たな

参照量を検討する必要がある。これまでの

ように災害が発生してから被災県に合わ

せたものを発表するのではなく、平常時か

らの備蓄計画にも役立てられるようにす

る。 

平成 25 年の全国調査によると、栄養の

参照量を知っていると回答した自治体は

47.5%に過ぎず、その中で活用しているの

はわずか 6.5%であった 2。被災地栄養士を

対象にした平成 24 年の調査においても、

知っていると回答した者は 36.8％であっ

た 3。使用しなかった理由として、「実際

に即したものではないと思った」等があげ

られていたことからも、公表するだけでは

浸透しない実情をふまえ、新たな栄養の参

照量の活用支援ツールも開発する。具体的

には、①『新しい「避難所における栄養の

参照量」Q & A』と②「大規模災害時に備

えた栄養に配慮した食料備蓄量の算出の

ための簡易シミュレーター」（厚生労働省、

令和 2 年）の改訂版である。実際の食事提

供に必要なのは、参照量の値を食品に置き

換えた食品構成とそれを満たした献立で

あるため、シミュレーターには、参照量の

値を満たした備蓄食品の組み合わせも示

し、防災担当者でも参照量を活用できるよ

うにする。 

 

 

B.研究方法 

1年目と2年目に実施した内容を図1に

示す。 

 

令和 2 年度（1 年目） 

 

①被災地行政栄養士からの聞き取り調査 

聴取した意見を分析し、参照量の改定方

針を検討した。 

 

②自治体職員を対象としたシミュレータ

ーの使用実態と課題に関するアンケート

調査 

結果を分析し、①の聞き取り内容ととも

に、簡易シミュレーターを改定参照量の活

用を支援するツールとして改訂する上で

の方針を検討した。 

 

③避難所等での食事提供に関する諸外国

や国際機関の事例収集 

UNHCR の NutVal など、簡易シミュレー

ターを改訂する上で参考になりそうな事

例を収集した。 

 

令和 3 年度（2 年目） 

2年目の実施内容とその成果物を表1に

示す。 

 

④避難所食事状況調査データの解析 

令和 2 年 7月豪雨の 12 避難所で収集さ

れた 2～3 日間の秤量法と写真法を組み合

わせた栄養計算可能な食事データ約 100

食分と、食事調査と同日に１日１部記入す

る避難所食事状況調査票（質問紙）のデー

タを本研究に二次利用する許可が得られ

たため、以下の解析を行った。 

 

④-1. 参照量の栄養素を多く含む食品リ

ストの作成 

例えば「野菜ジュースやオレンジゼリー

があれば、ビタミン Cの参照量は満たせ

る」など各食品の参照量への貢献度を調べ

た。シミュレーターを食事計画に使用する

際に、食品リストからそのような食品が選

択できるようにし、そういった食品を加え

ることで必要な栄養素が提供可能になる

ことを実感できる仕様にした。 
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④-2.簡単な質問項目による食事内容の

評価 

研究代表者らが開発し、令和 2 年 7月豪

雨でも使用された避難所食事状況調査票

の中の「主食・主菜・副菜」といった食事

区分や「炊き出し・弁当・支援物資・備蓄

品」といった食事提供方法のチェック回答

から、どの程度食事の良し悪しが予測でき

るかを検討し、簡便なアセスメント方法と

して、Q & A の中で紹介することとした。 

 

④-3.写真法の妥当性の検討 

秤量法は多大な労力を要するため、写真

のみから、どの程度重量を正確に見積もる

ことができるかを調べた。避難所食事状況

調査票 別紙の食事記録用紙に記載された

食品の重量を比較基準として、管理栄養士

養成課程 4年生が写真のみから推定した

重量と比較し、妥当性を評価した。 

 

④-4.避難所食事調査の必要日数の検討 

同じ避難所で提供される食事の日間変

動を算出することにより、秤量法による食

事調査の最低必要日数を見積り、災害時の

自治体職員の負担軽減を図ることとした。 

 

⑤シミュレーターのコンテンツ、炊き出

し・弁当献立の作成 

シミュレーターの食品リストは八訂成

分表に掲載されている乾物や缶詰等保存

性の高いものを中心に抽出した。 

避難所で提供されていた料理・食品を組

み合わせた、改定参照量の 1/3 を満たす献

立を作成し、シミュレーターに搭載するこ

とで、一から献立を考えなくても、これを

ベースにして、入手できる食品に置き換え

たり、重量を増減させることで容易に食事

計画ができるようにした。 

炊き出し献立 20 食を作成し、50 食単位

の作業が可能か検証した。 

考案した弁当献立は、弁当業者からの聞

き取りにより、災害時に発注可能かどうか

検証した。 

 

⑥炊き出し団体及び弁当業者からの聞き

取り 

災害時にも無理なく作れるかなど、⑤で

作成した献立に対する意見などを聞き取

った。 

 

⑦被災地行政栄養士からの聞き取り 

前年度の聞き取り参加者に改定参照量

と活用支援ツールをみてもらい、意見が反

映されているか、使い勝手が良くなったか

をフィードバックをもらった。 

 

⑧他職種からの聞き取り 

4 都道県の県庁、保健所設置市、市町村

の防災担当者と市町村の保健師に参照量

改定案と活用支援ツールをみてもらい、栄

養士以外の職種でも活用できるか検証し、

見直しを行った。 

 

3．倫理的配慮 

本研究は、お茶の水女子大学人文社会科

学研究の倫理審査委員会の規定に基づき、

審査を受け、承認を得て実施した（通知番

号 2021-10、2021-17、2021-56）。 

 

C.研究結果 

①～③の結果、UNHCRのNutValのRation 

Calculatorを参考に「1日分の食事計画シ

ート」を追加した改訂版シミュレーターを

作成した。最終的に「備蓄シート」と「災

害時の食事シート」の2つのシートで構成

される「栄養に配慮した備蓄と災害発生後

の食事シミュレーター」（三訂版シミュレ

ーター）に改良した。 

避難所食事状況調査データの解析の結

果、④-1. 参照量の栄養素を多く含む食品

リストの作成は、三訂版シミュレーターの

「災害時の食事シート」に「エネルギー・

栄養素摂取に寄与可能な食品リスト」とし

て、150 品目掲載した。 

④-2.簡単な質問項目による食事内容の

評価は、Q & A の「Q15：食事記録や栄養

価計算をする余裕がありません。簡単なチ

ェックだけで、避難所の食事を評価できる

方法はありますか？」に、④-3.写真法の

妥当性の検討の結果は、「Q16：避難所では

栄養価計算のために、どのような食事調査

法が用いられていますか？」に、④-4. 避

難所食事調査の必要日数の検討は「Q17：

避難所での食事調査（写真を併用した秤量

法による食事記録）は何日間行えばよいで

すか？」に盛り込んだ。 

⑤で作成した食品リストは三訂版シミ

ュレーターの「備蓄シート」に掲載し、「災
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害時の食事シート」でも利用できるように

した。炊き出し献立は⑥の炊き出し団体か

らの聞き取りを経て、「栄養素等供給量を

考慮した災害時レシピ集」（成果物 3）に

まとめた。 

⑦⑧により、作成した成果物の見直しを

行い、完成させた。 
 

D.考察 

過去の避難所で提供された食事の評価

によると、どの栄養素も参照量を満たして

いなかった。被災地の実情を被災自治体の

栄養士から聞き取り、それを反映させるこ

とにより、実行可能性も考慮したものに改

定することができた。行政栄養士は人数が

少なく、未配置の市町村もある。また、多

くの自治体で食料備蓄を担当しているの

は防災部門の職員であり、防災部門には栄

養士がほとんど配置されていないため、他

職種からの聞き取りも行うことで、栄養士

以外でも参照量を活用できるようにする

ための支援ツールを開発することができ

た。この活用支援ツールの導入によって、

災害時の食生活支援における防災部門と

健康増進部門の連携体制の構築につなが

ることが期待できる。 

 災害時でも健康を維持できる食事を提

供するためには、何をどれだけ備蓄したら

よいかを、栄養素レベルの参照量だけでな

く、食品構成に落とし込み、過去の被災地

で提供されていた災害時に入手可能な食

品をどのように組み合わせれば、参照量を

満たす食事を構成できるかを具体的に示

すことにより、早期から必要な量と質を満

たした食事提供が可能となる。Q&A とシミ

ュレーターに献立例を盛り込んだことで

他職種でも使いやすいものとなった。 

 

E.結論 

改定参照量が被災地の実情を考慮した、

達成しやすい値になったことが確認でき

た。参照量の値を食品に置き換えた献立例

を示すことで他職種にも使えるものとな

ったことが確認できた。 

三訂版シミュレーターは使いやすく改

良されていることが確認できた。防災担当

職員や保健師の栄養に対する意識を高め

る効果も期待できる。 
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参照量の活⽤⽀援ツール
（Q&A、三訂シミュレーター）

成果物

炊き出し団体・弁当業者からの聞き取り

活⽤⽀援ツール（Q&Aとシミュレーター）に盛り込むコンテンツの作成

災害⽤レシピの考案

災害⽤レシピの⾒直し

災害⽤レシピ（炊き出し、弁当）

 

図１：研究内容 
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表１：令和３年度（２年目）の実施内容とその成果物 

実施項目 内容 成果物 

行政栄養士、防災職員、

保健師対象の 

グループインタビュー 

改定参照量 総括研究報告書（研究 1） 

『新しい「避難所における栄養の参照量」Q＆A』（成果物 1） 

改訂版シミュレーター 「栄養に配慮した備蓄と災害発生後の食事シミュレーター」（三

訂版シミュレーター）と使用の手引き（成果物 2） 

炊き出し団体への 

聞き取り調査 
炊き出し献立 

総括研究報告書（研究 3） 

栄養素等供給量を考慮した災害時レシピ集（成果物 3） 

弁当業者対象の調査 
ハラル・ベジタリアン弁当 分担研究報告書（島田郁子） 

上記以外 総括研究報告書（研究 2） 

避難所食事調査データ

の解析 

 

参照量の栄養素を多く含む食品リストの作成 

『新しい「避難所における栄養の参照量」Q＆A』（成果物 1） 

Q13 

避難所食事状況調査票のチェック回答による食事

評価の妥当性 
Q15 

写真法による重量見積もりの妥当性 Q16 

秤量法の必要調査日数 Q17 

避難所で提供されていた料理・食品を組み合わせた

改定参照量の 1/3 を満たす献立の作成 

「栄養に配慮した備蓄と災害発生後の食事シミュレーター」 

（三訂版シミュレーター）と使用の手引き（成果物 2） 

 


